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科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

電気工学概論 

（General Electrical   

Engineering） 

選 松房 次郎 
5年生 

環境都市工学科 
1 

前期 

週2時間 

授業概要  電気･電子工学の基礎理論と、応用分野の基礎知識･技術について学習する。 

到達目標 
 ･直流回路･磁気と静電気･交流回路では、各法則を理解し、章末の問題を解くことができる 

･電子回路･電気応用では、理論から産業上の利用分野への適用を説明する事ができる。 

評価方法 定期試験(2回)を60%と、章毎の課題(4回)を40%で評価する。 

教科書等 教科書 基礎シリーズ 電気電子概論 伊理正夫著 実教出版 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ  学習の概要、評価方法、電気工学と環境都市工学の連携 

直流回路  直流と交流、ｵｰﾑの法則、卓上実験 

直流回路  ｷﾙﾋﾎｯﾌの法則、抵抗とｼﾞｭｰﾙ熱、電池 

磁気と静電気  磁石とｸｰﾛﾝの法則、電流と磁界、電磁力と電動機 

磁気と静電気  電磁誘導と発電機、静電気、ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

交流回路  交流電流とRLC(ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ)、交流回路 

交流回路  共振、電力、力率 

前半のまとめ 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

電子回路  半導体材料 

電子回路  半導体素子、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ、特殊半導体素子 

電子回路  ｱﾅﾛｸﾞとﾃﾞｼﾞﾀﾙ、2進数、16進数 

電子回路  論理回路の基礎、論理式、 

電子回路  論理回路の設計例 

電気応用  屋内配線設計 

後半のまとめ 
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 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

 C-1 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

   

  

  

  

  

  

  

  

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

   

  

  

  

  

  

  

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

   ◎       



電気工学概論 （ 環境都市工学科 ５学年）  

【 第１週】  ｵﾘｴﾝﾃー ｼｮﾝ 

国土や都市の開発と地球環境の改善が進むにつれて新しい技術や装置が要求され、 これに応えて電気工学が創り出

す精密情報通信装置等は更に都市開発を発展させ、相互に密接に連携していることを具体的な例を挙げて説明する。  

【 第２～３週】  直流回路 

直流回路について、電流・ 電圧・ 電気抵抗の関係を表すｵー ﾑの法則を学び、計算問題を演習する。電気回路の計算に

ｷﾙﾋﾎｯﾌの法則を用いると便利であることを知る。電気ｴﾈﾙｷ゙ にーついて、電力、電力量と他へのｴﾈﾙｷ゙ 変ー換について学

ぶ。  

【 第４～５週】  磁気と静電気 

磁石と磁界について、磁石の周囲に磁界が生じ磁力が働く こと、電流によっても磁界が生じることから、電流と磁

石の間にも、力が働く こと、電動機の原理を学習する。また、電磁誘導から電動機、変圧器の原理を学習する。  

  静電気について、電荷、電気力、誘電率からｸー ﾛﾝの法則を導き、電界の概念を持たせ電気力や電界強度の計算演習を

行う。また、電荷を蓄積するｺﾝﾃ゙ ﾝｻと誘導体について学ぶ。  

【 第６～７週】  交流回路 

正弦波交流の瞬時値・ 最大値・ 実効値・ 平均値・ 角速度・ 周波数・ 位相について学習する。回路要素Ｒ・ L・ Cにつ

いてﾘｱｸﾀﾝｽ・ ｲﾝﾋﾟ ﾀーﾞ ﾝｽを求め、交流回路の電圧・ 電流・ 位相の関係を学習する。直列共振と並列共振について、回路

の共振周波数とQの意味・ 応用について学習する。交流電力の計算方法と三相交流の概略を学習する。  

【 第９～１ ３週】  電子回路 

半導体の材料・ 素子・ 回路について学習する。材料では、真性半導体・ p型半導体・ n型半導体について、素子では、

ﾀ゙ ｲｵー ﾄﾞ とﾄﾗﾝｼ゙ ｽﾀの記号・ 構造・ 動作原理について、回路では、論理回路について学習する。 ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙ化による、通信

技術、記憶技術の進歩、 2進数、 16進数の概念、論理式、設計例について学習する。  

【 第１４週】  電気応用 

屋内配線設計において、 ｽｲｯﾁ、照明、 ｺﾝｾﾝﾄの種類と記号、配置例について学習する。  
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